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■■■ 新体制発⾜にあたって■■■

 ＫＦＣは、新しい運営⽅式、体制で新年度を迎えることとなりました。会員制という枠組みづ
くりは少し窮屈に感じる⼈もいるかもしれませんが、ＫＦＣで担っていることを多くの⼈たちと
共有できるしくみづくりと理解してもらえればと思います。そのためにＫＦＣにかかわるひとり
ひとりがいきいきできる時間と空間づくりを、代表というよりは団体の⼀員として担っていけれ
ばと思います。
 少し前の新聞に⽇本⼈の「外国⼈」に対する⼈権意識が下がってきているというものがありま
した。きれいな⾔葉が⾶び交うのとは逆によくない状況がすすんでいるのではないかと⼼配で
す。
 マスメディアが⼤きな影響をもつ社会では、情報を出す側とそれを受け取る側の⼒が試されま
す。昨年の秋からはじまった朝鮮⺠主主義⼈⺠共和国（北朝鮮）をめぐる加熱報道を⾒るたび、
⼈は物事をステレオタイプ化して伝え、また受け⽌めるものだと思い知らされます。
 社会のマジョリティ（多数者）、メインスト リームとの違いは、意識的に追いかけられ、デフ
ォルメされ、マジョリティとの摩擦や事件が起きると悪意や敵意を伴って拡⼤、伝達されます。
うずまきのように成⻑していく敵意が、なんの罪もない⺠族学校の⼦どもたちに向かうことから
もわかるようにパターン化された認識は、近ければ同じ（実は近いということ⾃体の多くが幻
想）と考え、個々の違いを無視 し、異質な者を排除することを正当化させています。 
 そこには、個⼈の存在は希薄になり、「イラ ク⼈」、「北朝鮮」といった何々⼈や国名といっ
た表現がほとんど記号に近い形で他者を 認識するために使われていきます。そこには、産声をあ
げたり、⽇々の⾷卓を囲んだり、 笑ったり泣いたりという⼈としてのあたりまえの暮らしは無視
され、異常さや危険さのみ が強調されるのです。そんな悲しい考えが⽣んでいる問題が、いま私
たちの⾝近でもおきています。
 新聞やＴＶの報道で⾒た⼈もいるかもしれませんが、姫路の県営住宅に当選したベトナム⼈た
ちが、⻑い間⼊居を拒否されているこ とがわかりました。この決定をした兵庫県の住宅供給公社
の⼈間たちは、現在⼊居しているベトナム⼈のなかに住⺠とのトラブルを起こす者がいるので仕
⽅なく⼊居を待っても らったと反省することもなく話しています。 
 排除した側にとって理由となったトラブルへの対応は⼀⾒、正当なように感じます。しかし、
よく考えてみれば県営住宅で問題を起こ しているベトナム⼈と⼊居を⼼待ちにしているベトナム
⼈とを⼀緒に考えることの整合性 は何もないはずです。 
 昔、アメリカでは⽇本が真珠湾を攻撃した時、⽇系というだけで砂漠に隔離された⼈がいまし
た。その歴史をアメリカは恥じて謝罪 しました。それから５０年たってもこの社会は、同じ過ち
を克服できていないようです。県営住宅の⼊居差別問題は、⽇本の醜い外国⼈に対するステレオ
タイプ視が⽣んでいる問題であることに多くの⼈に気づいて欲しいと 思います。 
 「ベトナム⼈」としてひとくくりに⾒るので なく、「〜さん」という⾒⽅をすることが「とも
に⽣きる」社会の前提です。ＫＦＣとしてこ の当たり前のことを広めていきたいと思います。
（⾦宣吉）
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■■■ 臨時総会報告 ■■■

去る4⽉12⽇（⼟）に神⼾協同病院においてKFC の臨時総会を開きました。14名の出席者のも
と、2003年度の事業計画および予算の説明のほか に、前号KFC-NEWSでもお知らせしましたよ
うに、新たに設置することになった会員制と理事 会について提議し承認を得ました。理事および
監事は以下のとおりとなります。

理事⻑  ⾦宣吉（前代表・団体役員） 
副理事⻑  中村通宏（前副代表・団体役員） 
理事  森崎清登（会社役員） 
同上  吉井正明（弁護⼠） 
同上  野崎志帆（⼤学教員） 
同上・事務局⻑ 横⼭雅⼦（団体職員）
監事  ⼤賀重太郎（団体職員） 
同上  李圭燮（団体役員） 

会員制の会期、種類、会費、特典は次のとおりです。
会期︓毎年4⽉〜翌年3⽉

  正会員 1⼝12,000円／年 
  賛助団体会員 1⼝10,000円／年 
  賛助個⼈会員 1⼝3,000円／年 
  賛助学⽣ユース会員 1⼝2,000円／年

尚、初年度10⽉以降に⼊会された場合は、半期分の納⼊となります。 
 会員の⽅々には、「KFC-NEWS」の送付、セン ター主催の各種講座の割引、センター発⾏物の
割引などがあります。
 今後は、この新しい体制のもとにKFCの運営 を進めていくことになります。皆様の更なるご理
解とご協⼒をお願い申し上げます。

■■■総会のお知らせ ■■■  

5⽉10⽇（⼟）に開かれた理事会において、２０ ０３年度総会を６⽉５⽇（⽊）の午後６時半か
ら、KFC事務所にて開催することになりました。 会員の⽅々には是⾮ご出席いただきますよう、
お願い致します。

■■■理事就任のご挨拶 ■■■

多⽂化共⽣の旗を⾼くかかげ
 震災から８年が経過し、神⼾の表通りはず いぶんきれいになりました。しかし新⻑⽥の⼭側や
御蔵菅原には、まだ多くの更地が残さ れたままです。また、震災であぶり出された外国⼈問題も
ボランティアの活動によって、多⽂化共⽣というかたちでずいぶん改善されました。しかしこれ
も不況の嵐の中で就職難、⽣活苦、⽣活保護世帯の増加となって表れてきています。
 ＫＦＣはこの現状を打開するため、組織を強化します。地道にきめ細かく、そして⼤胆に多⽂



化共⽣の旗を⾼くかかげて前進しましょ う。 
（中村通宏）

 この度、理事としてKFCの活動に微⼒なが ら協⼒させていただくことになりました。私はもと
もと神⼾が地元の⼈間ですが、学⽣時代（やたらと⻑い）を神⼾から離れたところで過ごして参
りました。甲南⼥⼦⼤学で仕事を するようになり、KFCの活動に出会えたことによってようやく
神⼾の定住外国⼈と⽇本社 会が抱える課題について考え活動する機会を与えていただいたこと
に、喜びを感じると同時に⾝の引き締まる思いです。私は⽇本に暮 らす「⽇本⼈」であり、その
ような観点からすれば明らかに権⼒的多数派の⽴場にいます。⽴場性に距離があるのは事実とし
ても、誰もが⾃尊⼼をもって⽣きることが可能な社会を 望む市⺠のひとりとして、私はその⽴場
を利⽤しない⼿はないとも思っています。これまで以上に、⾃分の感性や想像⼒を試されること
になるでしょうが、KFCの活動を通していろいろな⽴場の⽅と議論をやめずにʻつづけていくこ
とʼができればと思っております。ど うぞよろしくお願い致します。 
 （野崎志帆）

暮らしの⽀線をつくりたい。
「あなたの会社がめざすものは︖」と問われて、こう答えました。交通事業として⼤動脈の航空
や鉄道がつくる基幹の本線に対してタク シーの役割は⽀線です。駅からおうちの⽞関までご乗⾞
できるサービスをこの街で５０年続けています。
 震災後、もう⼀つの⽀線に気づきました。ライフラインのような地域を⽀える線です。この⽀
線づくりは従来のタクシー会社から次世代のタクシー会社をつくりたいという思いと重なりまし
た。それは、地域の暮らしが⼼地よくなる便利メニューをいっぱいもっている「地域サービス会
社」になるはずです。
 このたび、KFCに参加させていただきまし た。 
 今までのKFCの成果をもっと⽬に⾒える形 にして、地域とさらに結びつけてゆく。こんな抱負
も、実は「わたしの会社がめざすもの」の布⽯だ︕というしたたかな企業戦略︕︖から発してい
ます。
（森崎清登）

 この度理事に就任しました弁護⼠の吉井と申します。１９７５年に弁護⼠になって以来、外国
⼈の⼈権問題に取り組んできました。現 在は１１⽉２８⽇和歌⼭で⾏われる近畿弁護⼠連合会主
催の⼈権⼤会のシンポジューム 「外国⼈の⼈権の確⽴に向けて」の実⾏委員⻑をしております。
また、⽇本弁護⼠連合会（⽇ 弁連）も来年１０⽉頃に⼈権⼤会を宮崎県で開催する予定で、その
シンポジュームのテー マは「多⺠族・多⽂化共⽣社会への創造」で外国⼈の⼈権問題を扱う予定
で、そのシンポの実⾏委員会にも⼊って準備を進めています。神⼾ではペルー⼈⼀家５⼈の退去
強制命令取 り消し訴訟に取り組んでいます。 
 定住外国⼈の⽅達が⽇本で⽣活する上での ⾔葉の障害に加え、⼊居、⼊店差別が各地で発⽣し
ている現状もあり、少しでも差別解消のお⼿伝いができればと思います。
（吉井正明） 

 事務局⻑という⽴場からKFCの現場の声を理 事会にしっかり伝えて反映させるため、理事に就
任することになりました。まだまだ少ないス タッフで切り盛りしているKFCではありますが、実
際には多くのボランティアの⽅々に⽀え られており、決して⼩さな所帯ではありません。KFCに
関わるいろんな⽅たちの思いと、KFCが ⾏っていこうとしている事業の必要性を、できる限り正



確に他の理事に理解してもらわなけれ ばなりません。逆に、事業遂⾏について各分野で活躍され
ている理事の⽅々から、私たちでは思 いつかない発想と視点からのアドバイスやご意⾒をいただ
いて⼒にしていきたいと思っています。外国⼈住⺠も含む地域社会が、住みやすく誇りをもてる
ようなところとなるよう、理事会の役員もボランティアやスタッフと⼀体感をもってKFCに関わ
っていければと願っています。
（横⼭雅⼦）

■■■地域国際化を考える研修会ト■■■

 KFCが事務局を務めるKOBE外国⼈⽀援 ネットワークでは、2年前より、兵庫県と（財）兵庫県
国際交流協会と共催で、甲南⼥⼦⼤学 多⽂化共⽣学科のご協⼒を得て、相談窓⼝やケースワーカ
ーなどの⾏政職員や学校関係者、 ⽇本語教育に携わるボランティアなどを対象に「地域国際化を
考える研修会」を開催してい ます。 
 歴史・社会背景、置かれている状況、抱えて いる様々な問題などを研究者や当事者などからお
話を聞き、外国⼈住⺠のことを系統的に 学べる研修会です。 
 今年度は７⽉３⽇（⽊）から始まります。（別 紙参照）外国⼈住⺠と関わる活動をされている
⽅はぜひご参加ください。

■■■⽇本語プロジェクト■■■

■現況報告
 現在の学習者の⼈数
マンツーマンレッスン 24名 
 グループレッスン 
  グループＡ（初級）⽉・⾦ ８名
  グループＢ（⼊⾨）⽕・⽊ ７名
  グループＣ（中級）⾦   ８名
 新年度になり、グループレッスン（４⽉第 ２週開講）、⽇本語学習⽀援者のためのステップア
ップ講座（５⽉17⽇開講）と気持ち新たに皆勉強に励んでいます。

■連絡事項

賛助会員の⽅で⽇本語ボランティア⽀援で登録されている⽅には、研修会に参加していただけま
す。どしどしご参加ください。

今後の予定︓ 
6⽉14⽇（⼟）13:00〜15:00 ＫＦＣ⽇本語プロジェクト⽀援者勉強会より

7⽉12⽇（⼟）13:30〜15:00 「⼦どもへの⽇本語教育」② 講師 村⼭勇⽒（本⼭第⼆⼩学校
国際教室教 諭）

9⽉13⽇（⼟）13:30〜15:00 「⽇本語の⽂法」講師 森久 国雄⽒（神⼾市外国語⼤学講師）
場所はＫＦＣ事務所にて。
研修会の後、連絡会を⾏います。



＊事務所のカギをお持ちの⽅へ
ＫＦＣの事務所の鍵をお持ちの⽅で学習⽀援が終られている⽅は、お⼿数ですがお早めに事務所
へご返却頂きますようお願い致します。

■きょうしつからこんにちはNO.４

 昨年の夏からＫＦＣで⽇本語⽀援を始めて ８ヶ⽉が過ぎました。専⾨学校の⽇本語教師養成講
座を修了してから、勉強したことをどうやって⽣かしていくか悩んだ時期もありま したが、縁あ
ってＫＦＣで⽇本語⽀援をさせていただくことになり、今はいろんな⽅に助 けていただきながら
続けています。
 学習者は、韓国からご主⼈のお仕事の都合 で来られているＩさん。来⽇して５年⽬で、以前に
⽇本語を習ったこともあり、⽇常会話は ある程度できますが、家での会話はすべて韓国語、また
⽇本⼈と接する機会も少ないとい うことで、少しでも多く⽇本語を話す機会を持ちたい、という
理由からＫＦＣに来られま した。授業は、基本的にはテキストを使って進めているのですが、時
には、つい夢中で話して しまい、今⽇は雑談のほうが⻑かったかな…という⽇もあります。１週
間に起こった出来 事や家族のこと、韓国と⽇本の⽂化や価値観の違いなど、電⼦辞書を使った
り、漢字での筆 談を交えながら、Ｉさんはいつも⼀⽣懸命になって伝えようとしてくれます。ま
た授業時 間内にとどまらず、⾷事に誘ってくださったことも何度かあります。当然のことなが
ら、そ の間ずっと⽇本語で会話し続けるのですから、Ｉさんにとってはかなりのエネルギーを要
す ることだと思うのですが、それでも熱⼼に⽇本語を話そうとする姿を⾒ていると、本当に いつ
も頭が下がる思いがします。いつの⽇か韓国に帰られるＩさんに、少しでも多く⽇本でのいい思
い出を持って帰ってもらえたら…と願わずにはいられません。⽇本語⽀援を通 じてそのお⼿伝い
ができていればいいのですが…。
 この４⽉からクラス授業も担当させていた だくことになりました。学習者の⽅たちの「⽇本語
が上⼿になりたい︕」という熱い思いに 応えられるような授業をしなければ…と少しばかり意気
込んではいますが、それが空回り しないように、これからも周りの⽅々に助けていただきながら
頑張っていきたいと思います。 （熊野久美）

■■■ 今後の予定■■■

■運営事務局会議 
5⽉23⽇（⾦）10︓00〜KFC事務所

■総会   
6⽉5⽇（⼟）18︓30〜 KFC事務所

■⽇本語学習⽀援者のステップアップ講座
新⻑⽥勤労市⺠センター
●5⽉17⽇（⼟）13︓30〜16︓00 オリエンテーション KFC⽇本語プロジェクトリーダー会 
外国⼈とともに⽣きる社会をめざして 神⽥裕（たかとりコミュニティセンター代表）

●5⽉31⽇（⼟）、6⽉7⽇（⼟）、6⽉21⽇（⼟）、6⽉28⽇（⼟）、7⽉5⽇（⼟）13︓30〜
16︓00 
 ⽇本語の教授法 尾崎美千代（神⼾YMCA学院専⾨学校講師 



■⽇本語研修会
6⽉14⽇（⼟）13:00〜15:00 ＫＦＣ⽇本語プロジェクト⽀援者勉強会より 
7⽉12⽇（⼟）13:30〜15:00 「⼦どもへの⽇本語教育」② 村⼭勇（本⼭第⼆⼩学校国際教室
教諭）

■地域国際化を考える研修会

●7⽉3⽇（⽊）13︓30〜15︓00 
外国⼈住⺠の歴史・社会背景を学ぶ  
富野暉⼀郎（⿓⾕⼤学法学部教授、前逗⼦市⻑）

●7⽉3⽇（⽊）15︓10〜16︓40 
外国⼈住⺠の問題について考える（１）〜在⽇コリアン
朴実（⾳楽家、東九条マダン実⾏委員⻑）
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